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第 2 号

利根川

十六島地区

　

今
年
度
の
調
査
対
象
区
域
は
昨
年
度
実

施
し
た
磯
山
地
区
・
扇
島
下
ノ
洲
地
区
と

同
じ
砂
洲
上
に
立
地
す
る
加
藤
洲
地
区
及

び
扇
島
大
割
・
上
組
・
中
組
・
下
組
地
区

と
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
９
月
27
日（
日
）
に
行
わ
れ
、

職
員
を
含
め
�0
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。
大
利
根
分
館
に
集
合
し
た
隊
員
は
３

グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
午
前
中
は
前
年
度
の

補
足
調
査
を
行
い
、
午
後
か
ら
新
た
な
地

区
の
分
布
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
加
藤
洲
地
区
で
新
た
に
２
基
の
水

塚
（
Ｍ
Ｔ
さ
ん
宅
・
Ｉ
Ｙ
さ
ん
宅
）
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
名
勝
十
二
橋
の
あ

る
常
陸
利
根
川
に
接
す
る
加
藤
洲
地
区
で

は
、
水
塚
は
１
基
も
存
在
し
な
い
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
地
盤
が
高
い

ら
し
く
、
堤
防
が
切
れ
て
も
足
元
く
ら
い

し
か
水
を
か
ぶ
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
証

言
が
住
民
の
方
か
ら
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
は
�0
月
�8
日（
日
）
に
行
わ
れ
、

職
員
を
含
め
９
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
２
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
Ａ

グ
ル
ー
プ
は
前
回
発
見
し
た
加
藤
洲
地
区

の
２
基
の
水
塚
の
計
測
記
録
及
び
聴
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は

扇
島
上
組
・
中
組
・
下
組
地
区
の
分
布
調

査
を
行
っ
て
新
た
に
明
瞭
な
水
塚
を
１
基

発
見
す
る
（
Ｔ
Ｔ
さ
ん
宅
）
と
と
も
に
、

屋
敷
地
及
び
倉
の
地
盤
と
床
を
少
し
ず
つ

高
く
し
た
水
塚
と
す
る
に
は
判
断
に
迷
う

事
例
を
２
例
確
認
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
は
��
月
29
日
（
日
）
に
実
施
さ

れ
、
職
員
を
含
め
��
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
午
前
中
は
全
員
で
前
回
発
見
し
た

Ｔ
Ｔ
さ
ん
宅
の
典
型
的
な
水
塚
の
計
測
及

び
聴
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
午
後

は
２
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
前
回
水
塚
と
す
る
に
は
判
断
が
難
し
い

Ｔ
Ｋ
さ
ん
宅
の
倉
の
計
測
及
び
聴
き
取
り

を
行
い
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
大
割
地
区
の
分

布
調
査
に
向
か
い
新
た
に
２
基
の
水
塚

（
Ｔ
Ｋ
ｏ
さ
ん
宅
及
び
Ｔ
Ｋ
ｉ
さ
ん
宅
）

を
発
見
し
て
Ｔ
Ｋ
ｏ
さ
ん
宅
の
水
塚
の
計

測
と
聴
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　

第
４
回
は
�2
月
20
日
（
日
）
に
実
施
さ

れ
、
職
員
を
含
め
�0
名
の
参
加
者
に
よ
り

今
年
度
の
調
査
成
果
を
カ
ー
ド
に
書
き
込

み
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
の

問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
Ｔ
Ｋ
さ

水み

塚づ
か

調
査
隊
、
２
年
次
目
に
入
る

▲水塚調査の対象となる「十六島地区」の位置

　

大
利
根　

川
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
香
取
市
十
六
島

地
区
の
水
塚
調
査
は
、
２
年
次
目
に
入
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
現
地
調
査
を
１
回
増
や
し
て 

３
回
と
し
、
成
果
の
ま
と
め
１
回
と
合
わ
せ
て
都
合
４
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲ TT さん宅の水塚へ向かう隊員

▲ TT さん宅聴き取り調査

茨城県

千葉県
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ん
宅
の
倉
の
よ
う
な
水
塚
と
言
い
切
れ
な

い
事
例
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
ら
よ
い
か

と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
３
回
の
現
地
調
査
と
も
雨
に
あ

う
こ
と
も
な
く
、
今
年
度
も
着
実
に
成
果

が
あ
が
り
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
２
回

目
の
調
査
に
歩
数
計
を
持
っ
て
い
っ
た
と

こ
ろ
１
万
歩
を
軽
く
越
え
て
い
ま
し
た
。

隊
員
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
と
同
様
調
査
に
快
く
応
じ

て
い
た
だ
い
た
地
元
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
だ
、
計
測
記
録
が
一
部
残
っ
て
い
た

り
、
先
に
挙
げ
た
水
塚
と
言
い
切
れ
な
い

事
例
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
２
年
間
で

十
六
島
地
区
の
う
ち
、
磯
山
・
加
藤
洲
・

扇
島
地
区
の
調
査
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し

た
。
現
況
確
認
及
び
聴
き
取
り
に
よ
り
か

つ
て
存
在
し
た
も
の
も
含
め
、
合
計
27
基

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
上
段
の
地
図
が
暫
定
で
す
が
水
塚
の

分
布
地
図
で
す
。
た
か
っ
ぽ
通
信
第
１
号

と
一
部
重
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
分
布
の

特
徴
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
地
図
の
右
端
、
扇
島
下
ノ
洲
地

区
と
磯
山
地
区
の
下
流
側
（
加
藤
洲
地
区

の
一
部
を
含
む
）
は
か
な
り
多
く
の
水
塚

が
か
つ
て
あ
り
、
現
在
で
も
４
基
が
残
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
磯
山
地
区
の
上
流
側

は
対
照
的
に
少
な
く
な
り
、
ま
た
、
土
盛

り
だ
け
の
水
塚
が
２
基
見
ら
れ
る
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
鹿
島
線
を
越
え
、
加
藤
洲

地
区
に
入
る
と
再
び
水
塚
の
分
布
が
濃
く

な
り
ま
す
が
、
十
二
橋
の
あ
る
加
藤
洲
地

区
に
は
水
塚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
図
左
半

分
の
扇
島
地
区
で
は
明
確
な
水
塚
は
３
基

の
み
で
し
た
。

　

次
に
27
基
の
水
塚
の
構
造
で
す
が
、
地

図
中
央
の
緑
色
で
示
し
た
３
基
の
水
塚

は
、
も
と
も
と
倉
を
伴
わ
な
い
土
盛
り
の

水
塚
で
す
。
現
存
す
る
土
盛
り
の
上
に
倉

を
建
て
た
水
塚
は
９
基
で
、
赤
色
で
示
し

ま
し
た
。
倉
の
構
造
は
、
２
階
建
て
の
２

間
×
３
間
の
本
屋
に
１
間
な
い
し
�.5
間
の

下
屋
を
建
て
付
け
る
の
が
基
本
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
倉
は

１
階
が
居
住
用
に
増
改
築
さ
れ
て
い
ま 

し
た
。 

▲加藤洲 MT さん宅水塚

▲下ノ洲 SF さん宅水塚

▲扇島 TKo さん宅水塚

２
年
間
の
調
査
成
果

加藤洲

∴十二橋

磯山

扇島下ノ州

扇島

凡例
● 土盛り＋倉　現存
● 土盛り＋倉　倉のみ消滅
● 土盛り＋倉　どちらも消滅
● 元来土盛りのみ　現存

扇島・加藤洲・磯山地区水塚の分布図
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倉
の
規
模
や
基
本
的
な
構
造
に
つ
い
て

は
、
前
頁
で
簡
単
に
触
れ
ま
し
た
が
、
倉

の
内
部
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
た
か
っ
ぽ
通
信
第
１
号
の
３
頁
で
紹

介
し
た
磯
山
地
区
の
Ｏ
Ｇ
さ
ん
宅
の
倉
を

例
に
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

  

左
の
図
は
上
が
１
階
の
、
下
が
２
階
の

間
取
図
で
す
。
本
屋
は
桁
行
３
間
、
梁

間
２
間
で
、
桁
行
の
柱
間
寸
法
は
�.5
尺

（
１
０
６
㎝
）、
梁
間
の
柱
間
寸
法
は
３

尺
（
9�
㎝
）
を
測
り
ま
す
。
１
階
は
板
張

り
の
床
に
板
壁
で
、
下
屋
と
の
間
に
頑
丈

な
引
戸
が
あ
り
ま
す
。
２
階
へ
の
階
段
は

倉
の
裏
口
に
あ
り
ま
す
が
、
本
来
は
引
戸

近
く
に
あ
り
、
２
階
の
改
造
に
伴
っ
て
移

さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

下
屋
は
１
間
幅
の
規
模
で
、
壁
は
漆
喰

塗
り
、
床
は
土
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下

屋
の
入
口
側
に
は
板
で
仕
切
っ
た
米
入
れ

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
屋
の
先
に
は

さ
ら
に
１
間
半
の
孫
庇
が
掛
け
渡
さ
れ
、

物
置
が
増
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
階
は
居
住
用
に
改
造
さ
れ
て
お
り
、

板
壁
で
２
間
の
畳
敷
の
部
屋
、
廊
下
、
押

入
が
あ
り
、
４
畳
半
の
部
屋
の
中
央
に
は

炉
が
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
階
段
側
の
部
屋

に
は
東
側
に
明
か
り
取
り
用
の
窓
の
下

に
、
さ
ら
に
腰
窓
が
設
け
ら
れ
、
居
住
用

に
改
造
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
階
段
は
引
蓋
で
閉
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

倉
の
内
部
構
造
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
委
託
に
よ
る
水
塚
の
測
量
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
磯
山
地
区
に

あ
る
Ｉ
Ｋ
さ
ん
宅
の
裏
に
築
か
れ
た
、
本

来
倉
が
な
い
土
盛
り
だ
け
が
築
か
れ
た
水

塚
を
選
び
ま
し
た
。
左
の
図
が
、
そ
の
成

果
で
す
。

　

こ
の
山
は
オ
タ
ス
ケ
山
と
い
う
名
で
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
呼
び
名
の
由
来
は
後

に
紹
介
す
る
と
し
て
、
ま
ず
形
や
規
模
な

ど
を
見
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

  

長
軸
を
北
東―

南
西
に
持
ち
、
四
隅
が

や
や
丸
み
を
帯
び
た
長
方
形
を
し
て
い
ま

す
。
南
東
側
の
長
辺
に
そ
っ
て
畑
の
排
水

溝
が
掘
ら
れ
て
い
て
、
山
の
す
そ
部
分
が

壊
れ
て
い
ま
す
。大
き
さ
は
長
軸
約
25
ｍ
、

短
軸
約
�5
・
5
ｍ
、高
さ
は
2.5
ｍ
あ
り
ま
す
。 

頂
は
標
高
�.9
ｍ
、
平
坦
に
な
ら
さ
れ
て
、

土
盛
り
の
中
心
か
ら
や
や
奥
ま
っ
た
所
に

稲
荷
の
小
祠
が
さ
ら
に
１
ｍ
高
く
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
祠
の
前
に
は
灯
篭
が
両
脇
に

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
祠
か
ら
山
す
そ
に
向

か
っ
て
石
畳
と
階
段
が
設
け
ら
れ
、
山
す

そ
と
中
腹
に
そ
れ
ぞ
れ
鳥
居
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
４
頁
の
写
真
の
よ
う
に
山
全

体
に
常
緑
樹
の
大
木
が
茂
っ
て
い
て
、
こ

の
山
の
古
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

山
の
南
側
の
す
そ
に
国
土
地
理
院
に
よ
り

押
入 炉 障

子神
棚

押
入

廊下

板壁

引蓋

下段：腰窓

コンクリート敷

土間

引戸

本屋
床：板張り

明り取り 片開き戸

シャッター

上段：観音開き
　　　明り取り

腰窓

腰
高
窓

米
入
れ

板
壁

階
段

腰
高
窓

押
入 炉 障

子神
棚

押
入

廊下

板壁

引蓋

下段：腰窓

コンクリート敷

土間

引戸

本屋
床：板張り

明り取り 片開き戸

シャッター

上段：観音開き
　　　明り取り

腰窓

腰
高
窓

米
入
れ

板
壁

階
段

腰
高
窓

水
塚
測
量
調
査

（2）

▲ OG さん宅倉間取図

▲ IK さん宅水塚測量図　縮尺：1／300

1 階

2 階
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●編集後記

た
か
っ
ぽ
通
信
第
２ 

号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

22
年
度
は
境
島
・
三

島
・
大
島
・
八
筋
川 

地
区
に
入
り
ま
す
。
地 

元
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
西
）

三
角
点
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

�9
年
か
ら
始
ま
っ
た
十
六
島
地
区
の
土
地

改
良
の
際
に
基
点
と
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　

Ｉ
Ｋ
さ
ん
の
お
話
で
は
、
こ
の
山
は
水

害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
設
け
ら
れ
た
よ

う
で
す
が
、
も
う
一
つ
の
目
的
は
水
害
に

よ
る
不
作
の
際
、
小
作
の
人
々
の
救
済
措

置
と
し
て
、
舟
で
土
を
運
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
代
償
と
し
て
米
飯
を
渡
し
た
こ
と
か

ら
オ
タ
ス
ケ
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
な
お
、
Ｉ
Ｋ
さ
ん
の
家
は

磯
山
開
起
７
人
の
う
ち
の
一
人
、
飯
田
氏

の
次
男
の
家
系
で
、
や
は
り
三
男
の
家
系

の
加
藤
洲
Ｉ
Ｙ
さ
ん
の
屋
敷
地
内
に
も
土

盛
り
の
水
塚
が
あ
っ
て
、
水
塚
の
形
態
に

血
縁
関
係
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。  

　

前
号
で
紹
介
し
た
寅
年
三
月
十
八
日
付

の
古
文
書
は
、
そ
の
後
に
続
く
新
島
の
新

田
開
発
関
係
文
書
の
筆
頭
に
位
置
付
け
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
有
名
な
も
の
で
す
が
、

検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
寅
年
を

多
く
の
文
献
は
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）

年
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
は
確
か
に
後

北
条
氏
が
滅
亡
し
、
家
康
の
関
東
移
封
が

あ
っ
た
年
で
す
が
、
秀
吉
が
京
か
ら
小
田

原
攻
め
に
向
か
っ
た
の
が
三
月
一
日
、
沼

津
着
陣
が
三
月
二
七
日
で
す
。
常
陸
・
下

総
で
は
ま
だ
北
条
側
と
の
戦
端
も
開
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で

家
康
の
代
官
が
こ
う
し
た
内
容
の
文
書
を

発
給
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
文
書
の
日
付
は
少
な
く
と

も
家
康
の
関
東
入
部
の
八
月
一
日
以
降
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
に
位
置
付
け
ら
れ
る

文
書
群
か
ら
見
て
、
天
正
末
か
ら
文
禄
初

め
に
か
け
て
十
六
島
の
開
発
が
始
ま
っ
た

の
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

新
嶋
被
相
立
候
地
形
者
、
河
内
上
者
新

川
を
切
而
、
下
者
牛
堀
川
尻
迄
相
定
候
、

御
豊
饒
御
印
形
之
儀
者
、
重
而
申
請
可
進

候
間
、
先
早
々
被
引
立
被
相
移
候
、
以
上

　
　

卯
極
月
八
日　

粟
飯
原
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
佐
太
郎
印

        

石
田
主
馬
允
殿　
　

 

（
山
来
家
文
書
）

　

こ
の
文
書
は
新
嶋
の
範
囲
を
定
め
、
移

住
を
督
促
し
た
も
の
で
す
。
卯
年
と
あ
る

の
は
、
お
そ
ら
く
天
正
十
九
年
で
、
石
田

主
馬
允
を
代
表
と
す
る
土
岐
氏
の
旧
家
臣

団
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
翌
年
と
思
わ
れ
る
次
の
よ

う
な
文
書
も
あ
り
ま
す
。

　

猶
以
右
の
外
他
郷
よ
り
之
入
作
、
其
嶋

所
能
様
ニ

口
入
才
覚
、
畢
竟
其
方
任
置
候

一　

右
當
谷
地
新
田
ひ
ら
き
の
事
、
五
ヶ

年
之
間
、
聊
相
違
有
間
敷
事
、
為
其
一
筆

渡
置
候
、
以
上

    

辰
二
月
吉
日　
　
　
　
　

吉
佐
太
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

粟
飯
左
印

       

石
田
主
馬
允
殿　
　

  

（
山
来
家
文
書
）

　

下
総
国
新
嶋
新
田
を
こ
し
候
上
者
、
年

貢
之
外
諸
役
等
御
座
有
間
敷
候
間
、
右
之

段
可
被
仰
付
候
、
已
上

　
　

辰
三
月
八
日　
　
　
　

大
十
兵
印

　
　
　

吉
田
佐
太
郎
殿　
　
（
山
来
家
文
書
）

　

こ
の
よ
う
に
新
嶋
の
開
発
を
一
任
さ

れ
、
年
貢
や
雑
役
免
除
の
特
権
を
得
て
土

岐
氏
の
元
家
臣
団
に
よ
る
開
墾
が
始
ま
り

ま
す
。
ま
ず
、
現
稲
敷
市
（
旧
東
町
）
の

上
ノ
嶋
、
西
代
（
笄
島
を
含
む
）、
八
筋

川
が
開
か
れ
ま
し
た
。
西
代
は
山
来
五
郎

衛
門
が
文
禄
三
（
一
五
九
八
）
年
（
一
説

に
天
正
十
九
年
）
に
、
八
筋
川
は
大
堀
佐

兵
衛
が
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
（
一
説

に
天
正
十
九
年
）
に
開
起
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
２
番
目
の
文
書
の
大
十
兵
と
は
家

康
の
重
臣
で
あ
っ
た
代
官
頭
大
久
保
長
安

で
す
。

　

徳
川
氏
に
よ
る
新
嶋
開
発
の
重
視
は
前

号
で
も
触
れ
た
よ
う
に
佐
竹
氏
に
対
す
る

領
土
防
衛
と
い
う
政
治
的
理
由
に
よ
る
も

の
で
、
佐
竹
氏
を
怨
む
土
岐
氏
旧
家
臣
団

を
こ
れ
に
利
用
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

十
六
島
新
田
の
成
り

立
ち
と
歴
史 

２

▲オスタケ山遠景

  

【
参
考
文
献
】
和
泉
清
司
1
9
9
9

　
「
江
戸
幕
府
代
官
頭
文
書
集
成
」

  【お詫び】たかっぽ通信第 � 号のこの項で徳川家康が関東に移封された年は慶長十八年ではなく、天正十八年の誤りでした。深くお詫びします。


